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「今年で２３回目の行進です。運動が
若い人にしっかりと引き継がれると
いいですね」と話していました。知る
人ぞ知る『影の県内通し行進者』森山
真沙美さん（勤労者山岳会・労山）で
す。 
 
 
 「視覚障害者大阪９条の会」ののぼ
り旗を持って歩く阿部正文(41 歳)さ
ん。障害者は戦時中は「穀つぶし」「非
国民」と言われ排除された。戦争は障
害者を大量に作るもの。戦争は絶対に
反対です。の気持ちをこめて歩いてい
ます。 

 

 
 
 
 ７月１８日行進の始まる前、全国・県

通し行進者は西大寺の原爆慰霊碑に献

花し核兵器廃絶を誓いました。 
 午後には行進団一同、恒例の東山で岡

山市原爆死没者の慰霊碑に焼香し、核兵

器廃絶の誓いを固めました。 

 行進４日目は県庁を出発し、岡山市役所を終

点とする市内行進です。午前９時半からの出発

集会では県佐藤学事課長が「核兵器のない平和

な世界を願っています」と挨拶。岡山市原爆被

爆者会平末会長は、「命のある限り核兵器廃絶

をがんばっていきたい」と行進団に激励の挨拶

を述べられました。 
 午前１０時県庁前を出発した１７０名の行

進は表町商店街、中筋商店街、奉還町商店街を

行進しました。表町・中筋商店街では『平和七

夕かざり』のたくさんの折鶴の下を元気よく歩

きました。 
 オルガホールの「被爆体験を聞くつどい」で

は県被爆者会土屋圭示副会長の被爆体験を聞

きました。 

１７歳のとき被爆され、８月６日
の午後から被爆者の死体処理な
どの業務にあたり、「黒い雨では
ふんどし１つで体を洗った」など
衝撃的なお話に参加者一同こと
ばを失いました。 


